
　　日時　　　１０月３日（土）午後１時３０分から午後４時まで

　　場所　　　セラトピア土岐　２階　多目的小ホール

　　内容　　（１）講演　多治見市教育長　村瀬登志夫先生　　

　　　　　　　　　　　「子どもの心と地域の教育力」（午後１時４０分～２時４０分）

　　　　　　　（２）グループで意見交換（午後２時５０分～３時５０分）

　　　　　     　　ここで、若者や子どもたちへの眼の配り方、共通理解・共通認識、

　　　　　    　　そして、３市間の情報交換と情報の共有などについて

　多治見 　瑞　 浪 　土　 岐  センター 　合　 計

　７　月 指導件数 0 6 1 0 7 電　話 7

内女子件数 0 0 0 0 0 メール 17

声かけ件数 474 162 353 129 1,118 合　計 24

　８　月 指導件数 0 4 4 0 8 電　話 2

内女子件数 0 0 0 メール 1

声かけ件数 346 176 383 0 905 合　計 3

　合　計 指導件数 0 10 5 0 15 電　話 9

内女子件数 0 0 0 0 0 メール 18

声かけ件数 820 338 736 129 2,023 合　計 27

　東濃西部少年センター　℡（０５７２）２３ー３４５５

　　　メールアドレス　　anshin55@crux.ocn.ne.jp

　　　９　　月　　　報 　　平成２１年　９月１５日　発行

 少年相談

             東濃西部少年センター

　　　　　　３地区合同指導員研修会の再度お知らせ

　　ご参加いただきたいと思います。

　　※　大切なお願い

　◇傘差しなど、視野を妨げ安定を失うおそれのある方法での自転車等二輪車の運転禁止

　改正内容は以下のとおりです。

　何か気付かれたこと、ご不明なことがありましたら　下記へ連絡ください。

　◇イヤホーンの使用やカーラジオ等により大音量で音楽等を聴きながらの車両の運転禁止

　◇携帯電話等を使用（通話・メールなど）しながらの自転車の運転禁止

＊岐阜県道路交通法施行規則が一部改正され、平成21年７月１日より施行されています。

　◇幼児２人乗用自転車による幼児２人同乗が可能に

　　　１０月３日は、きわめて多忙な村瀬先生に講師としてお時間をつくっていただきました。

　　せっかくの機会です。３市交わって実りある会にするためにも、一人でも多くのみなさんに

合計　８名でした。おかげさまで、子どもたちは、無事夏休みを終えることができました。

　下記のように、自転車に関係する規則の一部改正についてお知らせします。

《センターより》

　夏休み夜間特別巡回指導　お疲れさまでした。８月の指導結果は上記のようになりました。　

　８月の指導内容は、自転車無灯火　４名、自転車２人乗り　２名、高校生男子喫煙　２名



土岐地区班長会より 

 ９月８日 今年２回目の班長会が文化プラザで開かれました。仕事帰りでお疲れなのに、

多くの班長さんが参加してくださいました。お疲れさまでした。 
 
１．花火大会・地域の夏祭りなど巡回指導からの状況報告 

地区全体としては、若者による駅前等での目立った問題もなく、静かで落ち着いた夏

であった。  ただ、部分的には、････ 
・ ７班曽木地区：８／14祭りの９時半過ぎ、小学校グランドでの高校生の花火遊び 
・ ５班妻木地区：８／22祭りの 10時過ぎ、両親が会場で酒を飲んでいるから家に帰
れぬ子どものこと 

・ ６班鶴里地区：祭り終了後、巡回よりも、帰宅のためにＲ363へ出る車の交通整理
に大わらわ 

・ １２班泉地区：花火終了後、川原で男性同士の諍い。中学生らしい女生徒数人のた

むろがあった。   などが報告されました。 
２．地区間相互の情報交換から 

・ ９月早々、妻木・下石地区では、下校時に女子児童・生徒に対する不審者（外国人

らしい）による声かけや露出などの事案が目立ったこと。 
・ ８班駄知地区から 若者や子どもたちに対して、地域には多くの見守る眼がある。

（これはとてもありがたいこと）問題事例があれば、学校へ連絡する。学校はすか

さず指導したり、関係機関と連携し、条件整備（特に交通安全に関すること）に努

力する。   こうした地区住民と学校との好ましい関係の報告もありました。 
３．今後の取り組みに向けての貴重なご意見から 

・ 地区長より巡回指導のあり様について 
常に最新の情報（地域の交番・学校や教育委員会からの不審者メール）を把握し、

これに対する柔軟な取り組みが大切であると。〈決まったレールの上で走るのでは

なく、状況に応じて柔軟に動くことの大切さについて指摘していただきました。〉 
・ 道林氏からの提言 
関係機関との連携について、警察等からより積極的な協力を得るためには、こうし

た班長会・役員会等に生活安全課の担当者やサポートセンターの補導職員の参加を

求めたい。 
外から生の情報を得る。我々から情報を与えることで、相互の協力関係が深まるの

ではないか。     〈真に貴重なご意見。是非実現したいと思います。〉 
    10 月３日の３市合同指導員研修会に寄せて、やっと３市合同の会が実現したのだ

から、一人でも多く参加し、勉強し、この会を盛り上げていきたい。 
〈本当にありがたいお言葉をいただきました。是非成功させたいと思います。〉 


